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『
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
の
事
業
活
動
報

告
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
取
り
組

ん
で
き
た
多
久
駅
周
辺
ま
ち
な
か
再
生
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て
、
渡わ

た
ら
い會

清
治
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら『
ま
ち
づ
く
り
は
第
2
段
階
へ
』

と
題
し
て
報
告
。
こ
こ
2
〜
3
年
の
課
題
と
し
て

中
核
施
設
構
想
の
具
体
化
や
ま
ち
づ
く
り
会
社
等

の
運
営
組
織
の
構
築
が
あ
り
、
み
な
さ
ん
の
意
識

を
高
め
、
議
論
を
形
に
し
て
い
く
段
階
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
『
ま
ち
な
か
を
花
と
緑
で
彩
る
』
と
題

し
山
﨑
誠ま

さ
こ子

先
生
が
基
調
講
演
を
行
い
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
り
ま
し
た
。
渡
會
さ
ん

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
4
人
が
パ
ネ
ラ
ー
と

し
て
『
花
と
緑
が
賑
わ
い
を
生
み
出
す
』
を
テ
ー

マ
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
「
自
分
が
く
つ
ろ
げ
る
場
所
と
か
、

子
ど
も
と
気
が
ね
な
く
過
ご
せ
る
場
所
が
欲
し

い
」
な
ど
の
意
見
や
要
望
も
出
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

多
久
駅
周
辺
で
は
土
地
区
画
整
理
事
業
が
進
み
、
平
成
2222
年
度
は
駅
前
広
場
、
多
久
駅
北
駐
車
場
・
駐
輪

年
度
は
駅
前
広
場
、
多
久
駅
北
駐
車
場
・
駐
輪

場
な
ど
の
整
備
が
整
い
、
街
並
み
づ
く
り
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
事
業
報

告
と
、
こ
れ
か
ら
の
街
並
み
づ
く
り
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
77
月月
77
日
、
多
久
市
商
工
会
館
で
開
き
ま

日
、
多
久
市
商
工
会
館
で
開
き
ま

し
た
。
今
回
は
33
人
の
女
性
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
女
性
の
視
点
を
活
か
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ

人
の
女
性
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
女
性
の
視
点
を
活
か
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ

に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

花と緑で 魅力ある多久の顔づくり！花と緑で 魅力ある多久の顔づくり！

　私たちはまちなかの緑をどうしていくかをみんなで
考えていくことが大事です。駅を降りたときの魅力あ
る多久らしい顔づくりをどうするのかが重要になりま
す。そのとき多久の自然に合っていること、環境に合っ
ていること、その街の文化とか歴史とかを盛り込ませ
ることが大切で、 3つの要素をうまく合わせながら、
誰からも共感が得られる、多久らしい植物を選んでい
くことが大切です。
　花や緑をまちなかで見せることで、祭りやイベント
ができます。創意工夫で人を集めることができます。
こういうことをやっていくのに一番大事なのは維持管
理で、日々変化する植物を相手にするには、どう手入
れしていくかがきれいな街を作っていくうえで大切に
なってきます。　　　　　　　　  （講演の一部を抜粋）

基調講演

「まちなかを
花と緑で彩る」

日本大学理工学部助教
山﨑誠子先生

多
久
駅
周

多
久
駅
周

場
な
ど
の
整

場
な
ど
の
整

告
と
、
こ
れ

告
と
、
こ
れ

し
た
。
今
回

し
た
。
今
回

に
活
発
な
意

に
活
発
な
意

 花と緑をまちなかに

まちづくりI Love Taku！ の

●特集●　多久駅周辺のまちづくりフォーラム●特集●　多久駅周辺のまちづくりフォーラム


